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「リビエラ」コレクション
ボーム＆メルシエの伝統を受け継ぐデザイン


1973年に誕生した「リビエラ」コレクションが今年、あの頃の感動を現代によみがえらせます。メゾンのアイコン的存在でありながら、非常に特徴的なベゼルとその人気の元となったスティール製ケースのシルエットは変わらず継承しています。この伝統ある第5世代ウォッチは、単なるリバイバルではなく、モダンに進化を遂げてよみがえります。
ボーム＆メルシエは、デザインやフォルムそして時計製造におけるメゾンの考えを表現し続け、方向性は変えてもフィロソフィーを変えることはありません。ボーム＆メルシエは原点回帰し、「リビエラ」はメゾンのフラッグシップコレクションとなります。 	


ウォッチの中には、時代に左右されることなく、どんな時代をもくぐり抜けてきたものがあります。「リビエラ」はそのウォッチのひとつです。「リビエラ」が誕生した1973年は、時計産業において様々なモデルが登場し飛躍的に進歩した時代でもありました。そこでボーム＆メルシエは、他メゾンとは異なり圧倒的なユニークさを兼ね備える個性的なウォッチを発表しました。それが「リビエラ」です。「リビエラ」はこれまでのボーム＆メルシエのデザイン慣習を打ち破り、個性際立つデザインを取り入れました。当時、小ぶりなサイズのゴールド製ウォッチを身につけることがラグジュアリーの極みとされていた時代に、ボーム＆メルシエは、世の中の風向きが変わり、人々の行動やトレンドが変化していることを一早く察知していたのです。
「リビエラ」には、余暇を楽しむ文化、独立の精神、モダンなデザインの追求など、当時の風潮が色濃く表現されています。「リビエラ」は、発売当初からある種の自由と再生を体現していました。スティール製のケース、力強いシルエット、一風変わったエレガンス、時代の先を行くウォッチでした。ダイヤルに表示された12の時間を反映した12角形のベゼルが特徴的なこのユニークなウォッチは、その時代や人々に強い印象を与えました。どの時代もアイコンであり続けた「リビエラ」は、「デザインやフォルムにこだわり、大胆さを求める」ボーム＆メルシエの基本理念を常にそのDNAの中に秘めてきました。 







ボーム＆メルシエの時計製造技術を忠実に守り、復活を遂げる「リビエラ」

クォーツムーブメント、自動巻きキャリバー、個性的なスタイル、ビッグサイズのケース、頑強なモデル、より控えめなモデル。「リビエラ」は変化を遂げ50年近い歳月を重ねてきましたが、全く古めかしさを感じさせることはありません。フレンチ・リビエラのライフスタイルにインスパイアされた「リビエラ」は自由や楽しみが表現され、カジュアルかつエレガンスも併せ持つタイムピースです。 
2021年、「リビエラ」は新しく生まれ変わります。ボーム＆メルシエの時計製造技術を忠実に守りながら時代のトレンドを捉え、時計製造への情熱を現代版に解釈し直しています。
「リビエラ」はそのルーツに立ち返り、これまで紡いできた歴史と同様、インパクトのあるスタイルを取り戻すために、1970年代のアバンギャルドなデザインとモダンでスポーティとクラシックの中間的なデザインで復活します。他のどのコレクションよりも「リビエラ」は独創的で、ラウンド型ではないウォッチの分野における、ボーム＆メルシエの時計製造技術を示すコレクションであり続けています。メゾンのスタイルの本質である、妥協することのないクリエイティブなアプローチと、他にはないデザインの楽しさが表現されており、このモデルをこよなく愛する人々の心に今もなお残っています。その大勢のリビエラファンに向けて今年、新生「リビエラ」が登場します。


ボーム＆メルシエ独自のスタイルといえば、それは「リビエラ」です！

2021年、「リビエラ」が進化を遂げて登場します。豊富なサイズのスティール製ケース、4本のビスを備えた12角形のベゼル、“スイス製”自動巻きムーブメントとクォーツムーブメント、ケースと一体になったスティールまたは手首に馴染むしなやかな素材のインターチェンジャブルストラップ。オリジナルデザインを受け継ぎながらも、時代のトレンドにフィットする様々なバリエーションでご用意いたします。

これまで時代に合わせて変化を遂げてきたリビエラは、進化し続けるメゾンの歴史にその名をまた刻むことでしょう。

1970年代にサントロペで生まれ、人々から愛され常にその時代の価値を伝え続けてきました。ボーム＆メルシエのスタイルが反映され、メゾンの本質とシンプルさを体現しています。それが「リビエラ」なのです。




第5世代の「リビエラ」、3通りのルックス

復活した「リビエラ」は、直径36㎜、42㎜、43㎜のスティール製の3種のケースサイズでご用意いたします。

1. オリジナルモデルに忠実なスイス製、直径42㎜の自動巻き「リビエラ」は
新たに解釈した現代版モデルです。12角形のベゼル、山と海（水と石の衝突）をイメージした独特の装飾が施されたダイヤル（ブルー、ブラック、またはシルバー）、ブルーダイヤルにはブルーラバーストラップを合わせており、スティール製とラバーストラップはインターチェンジャブルとなっております。1973年当時のオリジナルシルエットを保ちつつも、現代風にアレンジされています。

2. 直径36㎜の「リビエラ」は、個性的で行動派の自立した女性に贈るモデル
です。女性らしいこのモデルは、スイス製クォーツムーブメントで、海をイメージしたブルーまたはシルバーのダイヤルにスティール製ブレスレットが備えられています。またブラックのダイヤルには同色のブラック ラバーストラップを合わせております。レディスコレクションの全モデル同様に50メートルの防水性があります（一方メンズタイムピースは100メートルの防水性があります）。

3. 「リビエラ」コレクションに自社製キャリバー“ボーマティック”を搭載！
ついにリビエラコレクションにもボーマティックムーブメントが搭載され、ラグジュアリーモデルとして登場します。2018年クリフトンコレクションに搭載されクリフトン ボーマティックとしてデビュー以来、4つの優れた特徴でデビューから間もないのですが数多くの方に支持されてきました。

特徴① 5日間のパワーリザーブ
[bookmark: _GoBack]特徴② 日差-5～+10秒の高精度
特徴③ 日常の磁場にしっかりと耐えうる1500ガウスの耐磁性
特徴④ メンテナンスは５年に１度という頻度

遂に「リビエラ」コレクションにも搭載されお目見えします。まさに卓越した時計製造技術が誇る「リビエラ ボーマティック」は、非の打ち所がなく品質を追求する方の期待に応えるコレクションです。

「リビエラ ボーマティック」には、装飾を施したブルースモークサファイアダイヤルに一体型となっているスティール製ブレスレットのモデルとグレースモークサファイアダイヤルにブラックの手首に馴染むしなやかなラバーストラップのモデルがあります。半透明のダイヤル越しには、時を刻むボーマティック ムーブメントの歯車の動きを眺めることができます。 

ユニーク、スポーティ、そして“スイスメイド”という本物の価値が詰まったボーム＆メルシエを代表するアイコニックなタイムピース、「リビエラ」コレクションに是非ご期待ください。

ボーム＆メルシエについて

1830年、スイスのジュラ地方で創業した「ボーム＆メルシエ」は世界的な評価を受けている老舗のウォッチメゾンです。スイスのジュラ地方の自然に囲まれたアトリエとジュネーブの本社から、メゾンは最高品質のタイムピースをお客様にお届けしています。時代のニーズに合わせ、デザインとイノベーションの融合を繰り返しながら、ボーム＆メルシエは独自のデザインを追求し、妥協を許すことなく最高品質の時計製造に向き合い続けてきました。それは創業当初から変わることなく今もなお歴史を刻み続けています。
創業者ウィリアム・ボームとポール・メルシエとの出会い以来一貫しており、クラシックとクリエイティビティ、伝統とモダン、エレガンスと個性を融合した、かつてないほどの時計製造を現代版として具現化し追求し続けてまいります。

2021年、ボーム＆メルシエは、メゾンがこれから進む新たな方向を示す新モデルを発表いたします。ボーム＆メルシエはこれまで以上に、デザインとクリエイティビティが刻み込まれ、時代に根差し、社会の変化を受け入れ、時計製造に向き合ってまいります。
このダイナミックなエネルギーに支えられながら、妥協を許すことなく最高品質の時計製造に向き合えることを大変嬉しく思います。今後のボーム＆メルシエに是非ご期待ください。
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